
「ひきこも りは人生に不可欠だ」と、高岡さんの著書 『不登校 ・ひきこもり

を生きる』の帯に書かれています。

「不登校 ・ひきこもり」は、人生の中で必要なもの ・経験してもいいものだと考

えると、ちよつと見方が変わつてきます。

「今どうしたらいいかわからない。Jと いう方も、「不登校 ・ひきこもりに付き合

つていこう。」という方も、どなたでも、高岡健さんのお話をきいてみませんか?

問題解決のヒントが得られるかもしれません。どうぞお気軽にご参加ください。

時

所
日

揚

2011年 8月 19日 (金)19時 00分 ～20時 30分

沖縄県男女共同参画センター rてぃるるJ 3階  研 修襲 1

高岡健さん

1,000円 (18歳 以下無料) 当 日会場でお支払いください。

45名
:不登校 ・ひきこもり当事者、保護者、家族、教職員、教蕎行政職員、

児童福祉関係者、相談員、地域、民生委員主任児童員、

NpO等 子どもに関わる全ての大人、関心のある汚

li 申し込み不要です。直接会場にお越しください。

≪講師プロフィール≫   高 岡 健 (たかおか け ん)さ ん

現在、岐阜大学医学部准教授。精神科医。日本児童青年精神医学会理事。

1953年徳島県に生まれる。岐阜大学医学部卒業。岐阜赤十宇病院精神科部長などを歴任。

主な著書 :『人格障害論の虚像』『新しいうつ病論』脇可れの精神替学』(以上、雲母書房)

『引きこもりを恐れず』『時代病』(吉本隆明氏との共著)

『こころ 「真違論』(営台真司氏らとの共著)(以上、ウェイツ)

『孤立を恐れるな|』『学校の崩壊』(以上、編著、批評社)

『16歳からの<こ ころ>学』『不登校 Ⅲひきこもりを生きる』(青灯社)

『精神鑑定とは何か』(明石書店)ほ か。

主催/問 い合わせ先 :不登校を考える親と市民の会 ・沖縄

TEL:090-3077-1012

E―鳳ail  i futouko―okinawa@y2.dion,ne.jp

httpi//blog.oanpan. info/futOukOu―oki/

講 師 :

参加賛 :

定 員 :

参力8対象
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目次

第 1部  不 盛校 ・ひきこもりを考えなおす

正 一 人ぼつちとい う大切な時間
1 は じめに

2 第 一のテーマー 中学生とほどんな年代だ

ろうか

3 第 二のテーマー 精キ申科の診祭室から見え

る姿
4 第 二のテーマー ヽ

輸 の犯罪
5  去競わりに

正 登 校拒否 ・ひきこもりを生きる
1 登 校拒否の数の推移から、その背景を考え

る

2 イ ギリスではどうか

3 イ ギ リスのニー トと二つの教育雇用政策
の失敗

4 日 本における
“ニー ト

ル
のとらえかた

5 個 人問題化 させたニー ト政策
6 人 生の中で

“
ひきこもリ

ル
の時期は大切だ

7 “ひきこもり
"“ユー ト

ルイ
登校拒否

Fを
どう考

えるか

8 必 ず来る ! “人生の幅を広げていく時

期
冴
が

III ライフステージとしての 「ひきこもり」
1 +分 に引きこもることが必ずプラスを産

む

2 日 の丸 ・君が代の発生と起源

3 不 盛校をめぐる考え方の変遷
4 ひ きこもりは不登校 と密接なつなが りが

ある

5 自 己責任
6 ネ ット自殺 とオジバ ト
7 空 想の中の他者

8 親 は自分の人生を歩めばいい

IV ひ きこもりと若者の人権
1 ひ きこもりの若者を抜致した裁判
2 ひ きこもり青年の愛読書は漱石

3 斜 めの関係

4 ひ きこもりを保障する経済的基盤

5 個 人を集団より無条件に優柱に置くこと

第 2部  高 岡健 さんへの 100の 質閣

「不登校 ・ひきこもりを生きる」

高岡 健 著 青 灯社 2011年 3月 20日 発行

定価 1,600円 十税

【ひきこもりを認めること】

不登校。ひきこもりの本質とはなにか。親はどうすればよいの
か 。

集団を拒否する不登校Bひきこも明よ、一人で自分や空想の
他者と対話し、再生していく貴重な体験。そのプロセスを保障
することがなにより大切だと著者は主張する。
親や周囲がその状態を否定的に提えて非難したり、外に無理
やり引き出そうとすると、ひきこもりをいっそうこじらせたり、家
庭内暴力などの悲劇を生む。
すぐれた精神科医が、世間一般の見方を転換し、さらに、対
応の原則など100の疑間に答える。

高岡 健さん プロフィール

現在、岐阜大学医学部准教授◆精孝申科医。厨本児童青年精
紳医学会理事。1953年徳島県に生まれる。岐阜大学医学部
卒業。岐阜赤十字病院精神科部長などを歴任。
主な著書 『人格障害論の虚像』 『新しいうつ病論』 『別れ
の精神哲学』 (以上、雲母書房)『 引きこもりを恐れず』
『時代病』 (吉本隆明氏と共著)『 こころ 「真」論』 (宮
台真司氏らと共著)(以上、ウェイツ)『孤立を恐れるな !』

『学校の崩壊』 (以上、編著、批評社)『 16歳からの くこ
ころ〉学』(青灯社)『 精神鑑定とは何か』(明石書店)ほ
か

青灯社ホームページより

http://wwusdtosha'p.comノ2011/03/post_149.htm上

8月 19日高岡健さんの議演会当日、会場内で

高岡健さんの著書の販売もいたします。

また、書籍の事前予約も受け付けています。

どうぞご利用ください。

事前予約は、電話又はメールでお願いします。

TEL i 090-3077-1012

メール:futouko一okinawa@y2,dion.ne.Jp

(不登校を者える親と市民の会・沖縄)


